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コラボレーションを行い、次世代ネット

ワーク技術、それにより提供されるアプ

リケーションの実証的研究開発や運用技

術の開発を促進する。

（2）性格

当面、Internet2のように大学単位で

参加するコンソーシアムではなく、ボラン

ティアとして参加する非営利団体とする。

Intemet2との連 携 を促 進 するため、

Internet2を推進する団体であるUCAID

（University Consortium of Advanced

Internet Development）とJAIRCが覚

え書きに署名した。

（3）覚え書きの概要

①最先端リサーチと教育用アプリケーシ

（1）設立の趣旨

日本の9つのネットワーク（WIDEプロ

ジェクト、ギガビットネットワーク、学術

情報ネットワーク、省際研究情報ネット

ワーク、GENEISISプロジェクト、REP-

INA、 サイバー関 西 プロジェクト、

CRLnet、ETLnet）が連携して、米国

のIntemet2とのネットワーキングによる

ョン開発、商用前段階の実験とネット

ワーク運用のため、UCAIDとネットワ

ークの適切な相互接続を行う。

②各参加ネットワーク間での、技術運用

と共通基準の構築を共同で行う。

③リサーチと教育分野でのアプリケーシ

ョン開発のために相互の協力体制を促

進する。

④この協力開発から生まれた技術の移転

を奨励する。

⑤先端ネットワークの相互接統と次世代

インターネット技術、高度なアプリケ

ーションのグローバルな普及のため、関

係各国の政府機関省庁、その他の団体

との協力をはかる。

（4）活動案（今後の検討課題）

両者のネットワークを接統した実証実

験と評価。

（青山友紀　JAlRC事務局）

JAIRC

日本の9つのネットワークが連携し、UCAlDと連携した次世代ネットワ

ークの開発促進を目的とする団体。

JAIRC
aoyama@mlab.t.u-tokyo.ac.jp

03-5841-6655

03-5804-3552

（東京大学大学院情報理工学系研究科　青山

友紀）

問い合わせ先

日本ネットワーク・オペレーターズ・グループ

日本ネットワーク・オペレーターズ・グ

ル ー プ （ JANOG： Japan Network

Operators' Group）はインターネットの

運用技術者を中心とした任意団体で、イ

ンターネットサービスプロバイダーの技術

者を中心に1997年 7月に設立された。

JANOGの主な活動は、メーリングリスト

による議論と年2回のペースで開催される

ミーティングが中心であり、参加は自由。

議論の中心はインターネットオペレーショ

ンに係わるものであるが、最近では、

MPLSやIPv6をはじめとするインターネ

ットの新技術に関する議論も多い。

■活動内容

（1）JANOGメーリングリストは、一般

的な議論を行うためのメインのメーリング

リストと個別の議論をするためのワーキン

ググループのメーリングリストに大きく分

かれている。前者は運用技術者間での議

論や情報交換の場として活用されている。

参加方法については、JANOGのホームペ

ージを参照。

（2）JANOGミーティングと題した集ま

りを年2回開催している。これまでに7回

のミーティングが開 催 され、 次 回

JANOG8は東京で開催される予定。ミー

ティングの運営は基本的にボランティアで

行われ、参加は無料。また、ミーティン

グで行われるプレゼンテーションは公募さ

れる。

（3）JANOGホームページは、過去の

ミーティングの資料や技術関連リンクな

どから構成。

（近藤邦昭　株式会社インターネットイニシアティブ）

JANOG

MPLSやIPv6をはじめとする新技術に関する議論など、インターネット

オペレーションに係わる内容をメーリングリストなどで議論

JANOG
secretariat@janog.gr.jp

問い合わせ先

www.janog.gr.jp
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